
 
 
 
 

事業者・市民向けＤＸセミナーを開催します！ 
 
１ 目的 

国は、地方におけるデジタルの活用による地方創生の取組を推進しており、当市においても、

大船渡市デジタル推進アドバイザーや大船渡市デジタル創生研究プロジェクト・チームの設置

など、積極的な取組を進めているところです。 

この度、地域の課題解決や魅力向上の実現を目指すとともに、市内全体でのデジタル活用に

向けた知識習得及び意識醸成を図ることを目的に、ＤＸセミナーを開催します。 

 

２ 主催 

  大船渡市 

 

３ 日時・会場 

  令和７年１月 23 日（木）午後３時～ シーパル大船渡 大会議室 

 

４ 講師 

  総務省地域情報化アドバイザー 

名古屋大学 客員教授 森戸裕一 氏 

※ 2002 年に創業し全国の中小・中堅企業を中心に人材採用、人材育成、情報化支援な

どの経営支援に関わる。特に中小・中堅企業の売上拡大につながる情報化戦略を、IT 

が不得意な経営者や管理職の方々にも分かりやすく説明することに関しては、突出し

たノウハウを持つ。その他、働き方改革・ワークスタイル変革、IoT・AI・ビッグデー

タ、地方創生、コミュニティづくりやコミュニティシップ、新規事業立ち上げをテーマ

にし、3,000 回以上の講演実績をもつ。 

 

５ 内容 

少子高齢化に伴う人手不足、地域経済の縮小など地方が抱える課題に対し AI やデジタル

技術を活用した取組をされている事業者の事例などを分かりやすく紹介いただきます。 

（セミナーの概要については別添チラシのとおり） 

 

６ 対象 

  事業者、市民等（定員 50 名） 

  デジタル活用についての知識がない方、最新の情報やトレンドに関心がある方など、どなた

にもお気軽な参加を呼びかけるものです。 

 

７ 申込方法 

  メール、申込フォームにより募集を受け付けます。 

  メール：ofu_digi-sen@city.ofunato.iwate.jp 

大船渡市 プレスリリース 
報道発表資料 

令和７年１月８日（水） 
担当：企画政策部デジタル戦略課 

DX 推進係（内線 210） 



AI活用＆デジタル活用セミナー
～地方創生へ！デジタルを活用したチャレンジセミナー～

事業者・市民向けDXセミナー

総務省 地域情報化アドバイザー
名古屋大学 客員教授

シーパル大船渡 大会議室 （大船渡市盛町字二本枠8-6）

令和７年１月23日 木 15：00～17：00 （14：30～受付）

もりと ゆういち

森戸 裕一 氏
2002年に創業。行政・企業主催の基調講演やセミナー、社員研修など、年間200回を超えるオファーがあり、創業

以来3000回以上の登壇実績を更新中。近年は、デジタルトランスフォーメーション(ＤＸ)、働き方改革・ワークスタイ

ル変革、ＩｏＴ・ＡＩ・ビッグデータ、地方創生、コミュニティづくりとコミュニティシップ、新規事業立ち上げをキーワード

にした登壇依頼が殺到している。2016年から内閣官房シェアリングエコノミー伝道師、2017年から総務省地域情報

化アドバイザーとしても活動し、専門分野の幅をさらに広げる。著書に、「人と組織が動く中小企業のIT経営（日経BP

社）」「変われる会社の条件 変われない会社の弱点 (ワークスタイル変革実践講座（NextPublishing）」がある。

①企業・団体等からのご参加の場合は企業・団体名、
②参加代表者の方の氏名、③参加人数、④電話番号
をご記載ください

申込み方法 （期限 ： 1月21日まで）

E-mail ： ofu_digi-sen@city.ofunato.iwate.jp１

申込フォーム ：２

ofu_digi-sen@city.ofunato.iwate.jp

お問い合わせ先 ： 大船渡市 企画政策部デジタル戦略課

電話

FAX

E-mail

0192-27-3111 （内線210）

0192-26-4477

～デジタル活用による地方創生～

少子高齢化に伴う人手不足、地域経済の縮小など、

地方が抱える課題は今後さらに大きくなり、事業者

にとって非常に深刻な問題です。

国は、 デジタル技術の活用で 「全国どこでも、誰も

が便利で快適に暮らせる社会」 を目指すデジタル

田園都市国家構想実現会議を発展させ、「新しい

地方経済・生活環境創生本部」を創設し、地方創生

に取り組むこととしています。

今回はデジタルを活用した地域課題の解決に取り

組まれている森戸裕一氏に、AIやデジタル技術を

活用した事業者の取組事例などについて、わかり

やすくお話をしていただきます。

「デジタルの活用はまだこれから…」
「最新のツールや技術に関心がある」

どなたもお気軽に
ご参加ください！


